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今月のトピック

本格再始動！ 夏のボランティア体験
「ナツボラ」＆「ナツボラ・ジュニア」

●特　集　P.2-5

●イラストレーター　熊野　裕理美
世田谷に住んで 23 年目。子育てと
介護も一段落し、描いてみたかった
絵に挑戦しています。
ペットちゃんの “虹の橋を渡る旅支
度” を企画・販売準備中です

https://www.otagaisama.or.jp/

●まちの市民力　P.6

和光小学校「性と生を考える会」
●せたがやキラリ人　P.7

入江　彩千子さん

●わたしの世田谷

子育ても介護もたくさんの方々に
支えられてきました。
いつも誰かに見守られ、そっと手
を差し伸べてくれる温かい人たち
に囲まれた世田谷が大好きです !!

●お知らせ　P.11

世田谷ボランティアセンター大規模改修のお知らせ



　世田谷ボランティア協会では、毎年夏に中学生から 30 才くらいまでの若者を対象とし
たボランティア体験プログラム「ナツボラ」を実施しています。今年は、2020 年から 2
年間の充電期間・昨年の規模縮小開催を経て、2019 年以前のスケールに復活させて本格
始動します！
　そんなナツボラですが、実は歴史が古く、世田谷ボランティア協会での始まりは 1982
年にさかのぼります。当時は、「中・高校生サマーワーク・キャンプ」という名称で、千
葉県袖ヶ浦にある精神障害者就労施設での３日間のワーク・キャンププログラムを企画
したのがはじまりでした。中高生世代が、日頃の生活では直接知り得ない、また体験し
得ない生活体験の場を提供し、人間として「生きる」ということ「生きている」という
ことを考える機会になればという想いがありました。
　それから３年後の 1985 年、地域にも目を向けるプログラムもできたらと考え『夏の
青年ボランティア体験学習』がはじまり、高校生を対象として、区内福祉施設やボランティ
アグループでの活動プログラムが用意されました。
　そして 1986 年より、先述の「中・高校生サマーワーク・キャンプ」も 1 プログラム
として加わり、『夏のボランティア体験学習』という名称で、より今に近い形でのプログ
ラムとなりました。それから 2019 年まで毎年夏に実施してきました。
　私たちは、開始当初と変わらぬ中高生や若い世代に日頃経験できない体験機会を提供
することで、地域の問題に目を向けそれぞれが自分たちの生き方を考える機会になって
欲しいという想いで、今年もナツボラに取り組んでまいります。また、小学生を対象と
したナツボラ・ジュニアをボランティアセンターおよび各ボランティアビューローで実
施します！　みなさまのご参加お待ちしています！
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ナツボラ 41年目を迎えます



申込受付日時
2023 年 7 月 16 日（日）10：00 ～ 16：30（6 枠制、最終受付 15：00 ～）
※申込には事前予約が必要です。
　事前予約は 2023 年 7 月 7 日 ( 金 )17：00 からホームページから予約ができます。
※事前予約は 1 人 1 枠のみ。
※定員 1 枠 25 名まで。定員に達した時間帯は予約できなくなります。

① 10：00 ～　② 11：00 ～　③ 12：00 ～　
④ 13：00 ～　⑤ 14：00 ～　⑥ 15：00 ～
※申し込み開始時間までに必ず参加者本人がお越しください。15 分以上遅れた場合、対応できない場
合があります。

受付予備日  (7 月 16 日の参加が難しい方は他の日でののお申込みが可能です）

2023 年 7 月 21 日 ( 金 ) 27 日 ( 木 ) 29 日 ( 土 ) 各日 13：00 ～ 14：30
※申込には事前予約が必要です。
　事前予約は 2023 年 7 月 7 日 ( 金 )17：00 からホームページから予約できます。
※事前予約は 1 人 1 枠のみ。
※定員各 25 名。定員に達した時間帯は予約できなくなります。

① 7 月 21 日 ( 金 ) 13:00~14:30　② 7 月 27 日 ( 木 ) 13:00~14:30
③ 7 月 29 日 ( 土 ) 13:00~14:30
※申し込み開始時間までに必ず参加者本人がお越しください。15 分以上遅れた場合、対応できない場
合があります。

※受付予備日以降の申込は、申込日より１週間後からの活動を申込ができます。
　7 月 21 日申込受付＝ 7 月 28 日以降の活動
　7 月 27 日申込受付＝ 8 月 3 日以降の活動
　7 月 29 日申込受付＝ 8 月 5 日以降の活動　　　　　詳細はホームページから↓
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ナツボラお申込み
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ナナツボラ ・ ジュニアツボラ ・ ジュニア＆＆ナナツボラツボラ 20232023 今年も

開催！

夏

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験
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ナナツボラ ・ ジュニアツボラ ・ ジュニア＆＆ナナツボラツボラ 20232023



　
「
ど
う
や
っ
て
、
お
う
ち
で
性
教

育
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

か
？
」小
学
生
を
持
つ
親
は
悩
み
、困
っ

て
い
ま
す
。

　

世
田
谷
区
内
の
私
立
和
光
小
学
校
の

４
年
生
の
親
二
人
、
荒
井
さ
ん
と
福
井

さ
ん
が
、「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
一

緒
に
学
ぶ
場
を
作
っ
て
み
よ
う
か
」
と

考
え
ま
し
た
。
当
時
の
北
山
ひ
と
美
校

長
先
生
に
相
談
し
た
ら
「
待
っ
て
ま
し

た
！
」と
の
返
事
。
一
年
前
の
７
月「
性

と
生
を
考
え
る
」
同
好
会
の
立
ち
上
げ

の
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
12
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。「
オ
ー
プ
ン
で
自
由
に

語
り
合
う
会
」
を
目
指
し
、
二
か
月
に

一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
北
山
先
生
、
保
健

室
の
伊
藤
先
生
を
囲
み
、
考
え
て
い
る

こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
話
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
娘
に
ど
う
対
応
し
て
い
い
か
困
っ

て
い
る
」
お
と
う
さ
ん
な
ど
も
参
加
。

20
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
常
時

10
名
以
上
が
参
加
し
、
一
年
経
っ
た
こ

の
７
月
に
は
同
好
会
か
ら
サ
ー
ク
ル
に

見
事
「
昇
格
」
で
き
る
か
も
！　

　

今
年
の
２
月
に
は
、
性
教
育
研
究
の

先
駆
者
で
あ
る
村む

ら
せ
ゆ
き
ひ
ろ

瀬
幸
浩
先
生
と
北
山

先
生
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
講
演
会
を
小
学
校

の
体
育
館
で
行
い
、
約
80
名
が
参
加
。

そ
の
後
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
に
は

３
０
０
回
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た

と
か
。「
布
ナ
プ
キ
ン
」
の
製
造
・
販

売
を
し
て
い
る
卒
業
生
に
話
を
し
て
も

ら
い
、
そ
こ
か
ら
「
生
理
の
貧
困
」
と

い
う
社
会
問
題
に
も
話
題
が
広
が
り
ま

し
た
。「
胎
児
の
人
形
を
作
ろ
う
」な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
次
々
と
湧

い
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
「
性
」
を
考
え
る
こ
と
を

通
じ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
わ
り
、

付
き
合
い
方
も
変
わ
っ
て
き
た
、
と
言

い
出
し
っ
ぺ
の
二
人
は
感
じ
て
い
ま

す
。
荒
井
さ
ん
は
、「
夫
は
『
オ
レ
が
、

オ
レ
が
！
』と
い
う
タ
イ
プ
で
し
た
が
、

活
動
を
通
じ
、
私
も
自
信
が
つ
き
、
な

ん
だ
か
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
自
分

を
肯
定
で
き
る
場
面
が
増
え
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
話
し
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
ね
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
子
ど
も
、
夫
婦
関
係
、
病

気
、
な
ん
で
も
話
せ
る
場
が
あ
る
か
ら

こ
そ
。

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
優
し
く
で
き
て
い

ま
す
。
平
日
の
昼
間
に
は
絶
対
に
洗
濯

も
の
干
し
を
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
夫

が
や
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
。『
君
も
忙
し
い
だ
ろ
う
か
ら
』
っ

て
。」
と
福
井
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
が

ん
ば
っ
て
会
を
作
っ
た
こ
と
の
最
大
の

見
返
り
で
し
た
ね
！

取材・星野　弥生

～親も子どもも学ぶ～
和光小学校

「性と生を考える会」

左）荒
あ ら い み ほ

井美保さん
　
右）福

ふ く い な み
井奈巳さん
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通
信
系
の
大
手
企
業
で
仕
事
を
し
て

い
た
入
江
さ
ん
。
育
休
を
取
っ
て
い
た

最
初
の
子
ど
も
が
５
カ
月
の
頃
、「
お

で
か
け
ひ
ろ
ば
ぶ
り
っ
じ@

roka
」

が
近
く
に
オ
ー
プ
ン
。「
友
達
も
土
地

勘
も
情
報
も
な
い
不
安
な
時
に
、
こ
こ

で
は
地
域
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

友
達
も
増
え
て
育
休
が
楽
し
く
な
っ
た

ん
で
す
」。

　

ぶ
り
っ
じ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
「
せ
た

が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
」
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。「
子
育
て
し
な
が
ら

ま
ち
に
出
よ
う
！
」が
合
言
葉
。ぶ
り
っ

じ
で
は
子
連
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て

い
ま
し
た
が
、
二
人
目
の
子
ど
も
の
育

休
の
時
に
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
か
ら
「
一

緒
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
や
っ
て
」
と
誘

世田谷を中心に活躍する
キラリと光る素敵な方がたを

ご紹介します
取材●星野　弥生

入江　彩千子さん
地域で子育て支援！

   いりえ           さちこ 

わ
れ
ま
す
。

「
育
休
中
は

自
由
な
時
間

が
あ
り
ま
し

た
し
、
も
と

も
と
仕
事
が

好
き
で
し
た

か
ら
」。
と

り
あ
え
ず
こ
の
時
は
会
社
に
復
職
。
保

育
園
、
幼
稚
園
と
子
ど
も
を
預
け
な
が

ら
働
き
続
け
ま
し
た
。「
幼
稚
園
の
時

は
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
に
助
け
て
も
ら
い
、
仕
事
と
育
児

の
綱
渡
り
で
し
た
」。

　

仕
事
が
忙
し
す
ぎ
、
子
ど
も
中
心

の
豊
か
な
生
活
は
今
し
か
味
わ
え
な

い
と
考
え
た
入
江
さ
ん
、
忙
し
い
生

活
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
つ
い
に
決
心
。

２
０
１
７
年
に
「
せ
た
が
や
子
育
て

ネ
ッ
ト
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
同
時

に
理
事
に
。
現
在
は
専
務
理
事
と
し
て

現
場
を
管
理
す
る
役
ど
こ
ろ
で
す
。

　

世
田
谷
中
の
ひ
ろ
ば
に
出
か
け
、
利

用
者
訪
問
も
含
め
、
自
転
車
で
区
内
を

走
り
回
り
ま
す
。
子
ど
も
人
口
が
多
い

世
田
谷
で
の
「
地
域
子
育
て
支
援
」
の

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
教
育
委

員
会
が
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
に
行
っ

て
い
る
講
座
「
す
く
す
く
コ
ン
パ
ス
」

で
は
、「
子
ど
も
の
権
利
」
や
「
お
う

ち
性
教
育
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

座
を
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
。

 

６
月
29
日
に
は
、
経
堂
地
区
の
団
体

と
コ
ラ
ボ
し
て
、
経
堂
コ
ル
テ
ィ
で
第

二
回
「
こ
ど
も
天
国
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
交
流
が
少
な

か
っ
た
親
子
た
ち
に
開
か
れ
た
場
所

を
、
小
田
急
電
鉄
も
二
つ
返
事
で
提
供

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
で
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
子
育

て
と
地
域
で
の
子
育
て
に
今
日
も
走
る

入
江
さ
ん
。

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
評
議

員
に
な
り
、
子
育
て
世
代
の
現
場
か
ら

の
声
に
期
待
が
集
ま
り
ま
す
。「
30
～

40
代
で
、
地
域
で
の
子
育
て
に
関
心
が

あ
り
、
社
会
貢
献
し
た
い
人
、
ぜ
ひ
一

緒
に
仕
事
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
お
仲
間

大
募
集
中
で
す
！
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京王線沿線
小田急線沿線

世田谷線沿線
東急線沿線

個
別
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い援

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
勉
強
へ
の

気
持
ち
や
、
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
本

人
の
ペ
ー
ス
や
特
徴
を
尊
重
し
て
や
っ

て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
高
居
・
原
口

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

takai@
otagaisam

a.or.jp

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

「
発
達
障
害
や
学
習
障
害
の
傾
向
が
あ

っ
た
り
、
不
登
校
の
経
験
が
あ
り
、
学

習
の
理
解
の
面
で
苦
労
を
し
て
い
る
」

「
勉
強
に
向
き
合
う
こ
と
が
苦
手
。
学

校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
小
学
生
～
高
校
生
の

個
別
の
学
習
支
援
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
探
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
支

　
電
話
で
お
話
し
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
ど
ん
な
解
決
方

法
が
あ
り
そ
う
か
、一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１　

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と
し
て
い

る
方
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
つ
な
ぎ

す
る
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
た
り
、
ど
こ
に
連
絡
し

た
ら
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む

上記掲載記事は 6 月１7 日時点の情報です。
変更となる場合がありますので、詳細は問合せ先へご確認ください。 82023.7.1 No.231●SEVONE

個
別
の
学
習
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

員
が
出
た
た
め
今
回
の
募
集
と
な
り
ま

し
た
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
日
時
／
隔
週
水
曜
日
朝
８
時

●
場
所
／
世
田
谷
区
上
用
賀

●
交
通
／
経
堂
駅
、
ま
た
は
千
歳
船
橋

　
駅
徒
歩
15
分

●
問
合
せ
／
北
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー　
担
当　
小
島

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
４
２
０
‐
２
５
２
０

　

kitabora@
otagaisam

a.or.jp

　
上
用
賀
の
世
田
谷
通
り
沿
い
マ
ン
シ

ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
80
代
外
国
人
女
性

が
ご
み
出
し
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
、
朝
８
時
に

マ
ン
シ
ョ
ン
２
階
か
ら
階
下
の
マ
ン
シ

ョ
ン
ご
み
集
積
場
ま
で
ご
み
袋
を
出
す

作
業
で
す
。
女
性
は
１
人
暮
ら
し
で
、

酸
素
吸
入
が
必
要
な
状
況
で
す
。
手
足

の
力
も
弱
く
、
自
分
で
は
ご
み
集
積
場

ま
で
ご
み
を
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
ま
で
２
人
で
隔
週
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
が
１
人
欠

80
代
の
外
国
人
女
性
の
ご
み
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
日
時
／
平
日
15
時
以
降
と
祝
日
（
時

　
間
は
要
相
談
）

●
場
所
／
自
宅
（
大
蔵
）
か
ら
徒
歩
10

　
分
の
砧
公
園
、
大
蔵
運
動
場
な
ど

●
交
通
／
二
子
玉
川
駅
、
ま
た
は
成
城

　
学
園
前
駅
か
ら
バ
ス
10
分

●
条
件
／
大
学
生
く
ら
い
の
お
兄
さ
ん

　
交
通
費
支
給
（
上
限
あ
り
）

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
小
学
校
低
学
年
の
男
の
子
が
、
一
緒

に
外
遊
び
を
し
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
を

探
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
視
覚
障

害
が
あ
り
、
公
園
に
連
れ
て
い
く
こ
と

が
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
。 

男
の

子
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
室
内
で
一
人
遊
び
を

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
放
課
後
や
祝
日
に
、
自
宅
に
迎
え

に
い
っ
て
か
ら
近
く
の
公
園
ま
で
歩
い

て
行
き
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
く
れ
る
お

兄
さ
ん
、
ま
っ
て
い
ま
す
！

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
募
集
！



「セボネ」は皆様の声を集めて制作しています。ボランティア募集、イベン
トなど情報をお寄せください。ホームページから情報を投稿できます。9 SEVONE●2023.7.1 No.231

●
日
時
／
平
日
10
時
か
ら
17
時
の
間
で

　
1
～
2
時
間
（
曜
日
・
時
間
は
応
相

　
談
、
月
２
回
か
ら
で
も
可
）

●
場
所
／
世
田
谷
区
弦
巻

●
条
件
／
女
性
（
子
ど
も
が
好
き
な
大

　
学
生
く
ら
い
の
お
姉
さ
ん
）、
交
通

　
費
支
給
（
上
限
あ
り
）

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
学
校
に
行
く
こ
と
が
苦
手
な
女
の
子

が
平
日
は
高
校
へ
行
か
ず
に
室
内
で
過

ご
し
て
お
り
、
一
緒
に
過
ご
し
て
く
れ

る
お
姉
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。
話
す

こ
と
が
大
好
き
な
明
る
い
女
の
子
で
、

寄
り
添
っ
て
話
を
聴
い
て
く
れ
る
方
を

希
望
し
ま
す
。 

プ
リ
キ
ュ
ア
や
ア
イ

カ
ツ
が
大
好
き
な
の
で
ア
ニ
メ
の
話
を

聴
い
て
く
れ
た
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｏ
・
ト
ラ
ン

プ
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
頂
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

学
校
に
行
く
こ
と
が
苦
手
な
女
の
子
と

　
　
　
　

一
緒
に
過
ご
し
て
く
れ
る
お
姉
さ
ん
募
集

●
日
時
／
9
月
16
日
（
土
）
８
時
半
～

　
17
時
頃

●
場
所
／
千
歳
台
福
祉
園
（
世
田
谷
区

　
千
歳
台
３-

31-

９
）

●
交
通
／
千
歳
船
橋
駅
か
ら
京
王
バ
ス

　
千
歳
烏
山
行
き
5
分
バ
ス
停
廻
沢
（

　
め
ぐ
り
さ
わ
）
下
車
す
ぐ

●
条
件
／
謝
礼
あ
り
（
４
０
０
０
円
）

●
問
合
せ
／
世
田
谷
区
立
千
歳
台
福
祉

　
園　
担
当　
小
泉
・
鈴
木

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
８
９
‐
９
８
０
１

　
chitosedai@

them
is.ocn.ne.jp

　
知
的
障
害
者
の
通
所
型
・
生
活
介
護

施
設
で
あ
る
世
田
谷
区
立
千
歳
台
福
祉

園
で
開
催
す
る
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
祭

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

秋
桜
祭
り
で
は
様
々
な
催
し
や
企
画
を

し
て
お
り
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
は

じ
め
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
な
お
祭
り
を
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
利
用
者
の
方
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
下
さ
る
方
・
催
し
物
の
手
伝

い
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
致
し
ま
す
。

利
用
者
の
方
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
下
さ

る
方
・
元
気
な
方
、
大
歓
迎
で
す
。

千
歳
台
福
祉
園
の
秋
桜
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
日
時
／
第
１
・
第
３
土
曜
日
14
時
か

　
ら
１
時
間
～
１
時
間
半
程
度

●
場
所
／
自
宅
（
世
田
谷
区
北
烏
山
）

●
問
合
せ
／
烏
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
９
０
９
‐
０
３
３
３

　

karasubora@
otagaisam

a.or.jp

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

で
72
歳
女
性
の
方
が
絵
を
描
く
と
き
に

お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
、
絵
具
を
溶
い
た
パ
レ
ッ
ト
の

中
に
ご
本
人
の
手
を
浸
し
、
そ
の
手
を

画
用
紙
に
押
し
付
け
て
も
ら
う
と
い
う

手
法
で
描
い
て
い
ま
す
。

絵
を
描
く
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
場
所
／
主
に
京
王
線
仙
川
駅
周
辺

●
条
件
／
交
通
費
と
食
事
代
は
負
担
し

　
ま
す

●
問
合
せ
／
烏
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
９
０
９
‐
０
３
３
３

　

karasubora@
otagaisam

a.or.jp

　
ひ
と
り
ぐ
ら
し
で
、
視
力
・
歩
行
に

障
害
の
あ
る
男
性
が
買
い
物
や
外
食
に

付
き
添
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
月
～
金
曜
日
14
時
～
17
時

　
（
曜
日
要
相
談
）
月
1
～
2
回
程
度

買
い
物
や
外
食
に
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
（
曜
日
は
要
相
談
）

●
場
所
／
凸
凹Kids

す
ぺ
い
す
（
世

　
田
谷
区
粕
谷
４
‐
13
‐
16
）

●
交
通
／
千
歳
烏
山
駅
徒
歩
10
分

●
条
件
／
18
歳
以
上

●
問
合
せ
／
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
凸
凹kids

す
ぺ
い
す

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
３
１
４
‐
９
８
７
６

　
粕
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
近
く
の
「
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
凸
凹（
で
こ
ぼ
こ
）

kids

す
ぺ
い
す
」
で
、
通
所
し
て
く
る

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
宿
題
を

み
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

●
日
時
／
月
～
金
曜
日　
14
時
～
19
時

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
日
時
／
金
曜
日
か
土
曜
日
17
時
～
19
時

●
場
所
／
東
玉
川
の
自
宅

●
交
通
／
田
園
調
布
駅
徒
歩
15
分

●
条
件
／
１
２
３
０
円
／
時
、
緊
急
介

　
護
人
の
登
録

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
東
玉
川
に
お
住
ま
い
の
目
の
不
自
由

な
80
代
の
女
性
が
、
夕
食
作
り
を
し
て

く
れ
る
女
性
を
探
し
て
い
ま
す
。
今
は

全
く
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

困
っ
て
い
ま
す
。
金
曜
日
か
土
曜
日
の

夕
方
の
時
間
帯
に
お
願
い
し
た
い
で

す
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
で
き
る

方
で
す
と
助
か
り
ま
す
。
女
性
の
方
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
方
の
夕
食
作
り
を
し
て
く
れ
る
女
性
募
集

運
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
複

数
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て

い
ま
す
。ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
毎
週
火
曜
日
10
時
半
～
17
時

●
場
所
／
自
宅
（
野
毛
２
丁
目
）
と
職
場

●
交
通
／
上
野
毛
駅
（
自
宅
最
寄
り
）

●
条
件
／
女
性
、
１
回
６
９
６
８
円

　
（
６・５
時
間
の
場
合
）
１
０
７
２
円

　
／
時
）、
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

　
別
途
支
給

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
関
節
の
炎
症
の
た
め
１
人
で
の
歩
行

が
難
し
い
女
性
教
員
が
、
通
勤
サ
ポ
ー

ト
（
車
の
運
転
お
よ
び
歩
行
時
に
荷
物

を
持
つ
）（
片
道
40
分
程
度
）
と
、
仕

事
場
お
よ
び
自
宅
で
の
Ｐ
Ｃ
作
業
（
メ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
。
Ｐ
Ｃ
は
Ｍ
ａ
ｃ
）

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
犬
の
世
話
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
と
な
し
く
眠
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
世
話
は
ほ

ぼ
不
要
で
す
が
、
見
守
り
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

　

通
勤
に
は
ご
本
人
の
車
を
使
用
し
、

道
に
慣
れ
る
ま
で
は
ご
本
人
が
片
道
を

難
病
の
方
の
通
勤
サ
ポ
ー
ト
＆
Ｐ
Ｃ
作
業
手
伝
い
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

犬
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方
募
集

●
日
時
／
水
曜
日　
15
時
半
～
17
時
の

　
1
時
間
以
内
（
時
間
は
応
相
談
）

●
場
所
／
成
城
学
園
前
駅
か
ら
徒
歩
10

　
分
程
度
の
小
学
校
の
体
育
館

●
条
件
／
子
ど
も
に
関
わ
る
の
が
好
き

　
な
女
性

●
問
合
せ
／
砧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー
準
備
室　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
４
１
１
‐
４
０
０
７

　
kinutabora@

otagaisam
a.or.jp

　
4
月
に
小
学
校
に
入
学
し
た
男
の
子

は
注
意
力
が
少
し
散
漫
に
な
る
事
が
あ

る
た
め
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
か
ら
活
動
に

慣
れ
る
ま
で
保
護
者
が
交
替
で
見
守
り

を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

お
母
さ
ん
が
見
守
り
で
き
る
時
は
行
っ

て
い
ま
す
が
、
在
宅
で
仕
事
を
し
て
い

る
た
め
、
毎
回
1
時
間
の
見
守
り
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
30
分
で

も
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
の
お
手
伝
い

を
し
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

小
１
男
の
子
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
募
集

●
日
時
／
平
日
放
課
後
。
土
日
。
時
間

　
応
相
談
。
週
1
回
か
ら
。

●
場
所
／
自
宅

●
条
件
／
女
性
、
交
通
費
応
相
談

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

　

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
等
々
力
近
辺
に
お
住
い
の
小
学
校
低

学
年
の
女
の
子
が
、
平
日
の
放
課
後
や

週
末
に
、
一
緒
に
宿
題
を
し
て
く
れ
る

方
を
探
し
て
い
ま
す
。 

学
習
が
ゆ
っ

く
り
め
で
、
音
読
や
計
算
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
そ
ば
に
寄
り
添
っ
て
、
女

の
子
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。 

お
人
形
遊
び
が
好

き
で
、明
る
く
て
活
発
な
女
の
子
で
す
。 

子
ど
も
好
き
で
、
一
緒
に
勉
強
を
し
て

く
れ
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
勉
強
を
し
て
く
れ
る
女
性
求
む
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講
座
・
そ
の
他
・
募
集

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ

　
「
趣
味
や
技
術
、
経
験
を
生
か
し
た

い
」「
地
域
で
活
動
し
た
い
」
と
い
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
の
経

験
や
意
欲
な
ど
と
、
サ
ポ
ー
ト
を
求
め

る
方
や
団
体
な
ど
を
、
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

イ
ト
（
世
田
谷
版
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）
で
結
び

付
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
8
月
1
日
～
12
月
末
ま
で
大
規
模

改
修
を
行
い
ま
す
。
そ
の
間
、会
議
室・

印
刷
室
な
ど
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
利
用
再
開
は
２
０
２
４
年
1
月

5
日
（
金
）
の
予
定
で
す
。
会
議
室
利

用
予
約
は
11
月
1
日
（
水
）
か
ら
受
付

開
始
し
ま
す
。
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
窓

口
受
付
対
応
に
つ
い
て
は
以
下
の
時
間

帯
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

火
～
金　
9
時
～
21
時

土
・
日　
9
時
～
17
時

※
事
前
連
絡
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
物
品
の
貸
し
出
し
車
い
す
、
白
杖
の

2
点
で
す
。
そ
の
他
物
品
の
貸
し
出
し

は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
不
便

お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
の
お
知
ら
せ

　
世
田
谷
区
で
重
症
心
身
障
が
い
児
・

医
療
的
ケ
ア
児
を
対
象
と
し
た
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人Ohana kids

（
オ
ハ
ナ
キ
ッ
ズ
）
が
、

昭
和
女
子
大
学
・
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
協
力
の
下
、
令
和
５
年
度
世
田
谷
区

子
ど
も
基
金
の
助
成
を
受
け
、
医
療
的

ケ
ア
児
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
医
療
的
ケ
ア
児
の
た
め
の
法
律
や
制

度
が
作
ら
れ
て
い
く
中
で
、
皆
様
の
生

活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
良
く
な
っ
た
点
や

こ
れ
か
ら
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
お
子
様
の
様
子
や
皆
様
の
生
活

環
境
に
つ
い
て
お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 
医
療
的
ケ
ア
児
と
ご
家
族

の
生
活
環
境
改
善
の
た
め
に
、
調
査
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
期
間
／
7
月
1
日
～
8
月
31
日

●
参
加
者
／
世
田
谷
区
及
び
近
郊
在
住

　
の
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
お

　
子
さ
ま
の
主
介
護
者

●
調
査
内
容
／
お
子
さ
ま
の
疾
患
・
サ

　
ー
ビ
ス
利
用
内
容
、
お
子
さ
ま
と
ご

　
家
族
の
生
活
環
境
の
変
化
、
生
活
の

　
質
、
サ
ポ
ー
ト
へ
の
満
足
度
等

●
参
加
方
法
／
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　
ス
の
タ
イ
ト
ル
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
参

　
加
希
望
」
と
の
み
記
載
し
て
メ
ー
ル

　
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
のURL

を

　
お
送
り
し
ま
す
。　

●
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Ohana kids

　
担
当　
友
岡

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
４
５
３
‐
４
８
５
０

　

ohanakids.form
@

gm
ail.com

医
療
的
ケ
ア
児
と
ご
家
族
の

　
　
　
　
　
　

生
活
状
況
に
関
す
る
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
世
田
谷
で
「
〇
〇
（
参
加
者
の
夢
や

目
標
な
ど
）」
に
な
る
た
め
に
、
参
加

者
同
士
で
意
見
を
交
換
し
あ
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
交
流
会
で
す
。
世
田

谷
で
何
か
を
始
め
て
み
た
い
方
、
そ
の

夢
を
応
援
し
た
い
方
、
話
だ
け
で
も
聞

い
て
み
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
／
7
月
15
日
（
土
）
13
時
～
15
時

●
場
所
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

●
交
通
／
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
10
分

●
問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
イ
ヴ
の
木

　
０
９
０
‐
９
８
４
３
‐
３
５
０
８

　

evenoki@
evenoki.org

世
田
谷
で
〇
〇
に
な
ろ
う
！
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
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世田谷ボランティア協会の活動●支援拠点

■夏のボランティア体験「ナツボラ」を特集に
しましたが、40 年近く前からこのような活動が
あったことに驚きました。昨年からナツボラ事
業に関わっていますが、ナツボラ期間中にいっ
たボランティア先で、ナツボラ終了後も同じ場
所でボランティアをし続けている参加者がいて、
とても嬉しかったです。ナツボラが参加者の皆
さんにとって特別なものになればといいなと思
っています。たくさんの参加者と会えるのを楽
しみにしています。（近藤）

編　

集　

後　

記

◆センター＆ビューローより
世田谷ボランティアセンターは、８月から１２月末まで大規模改修を行います。期間中のセンター窓口受
付の対応時間など P. 11 に記載していますので、ご覧ください。

■ケア相談センター結（ゆい）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （5433）2830 FAX （6383）2156

●「市民が主役」のボランティア活動の拠点●

●いのちを大切にするところ「ふらっと」＆「with」です●

●でんわだから、はなせるネ！ 18さいまでのこどもせんようでんわ●

●くらしを紡ぎ、わかちあう「結」と「連」●

■世田谷ボランティアセンター  〒154－0002  下馬2－20－14 TEL （5712）5101 FAX （3410）3811

■ケアセンター「ふらっと」    〒154－0002 下馬2－20－14    　 　TEL （5712）5105 FAX （3410）3813

■せたがやチャイルドライン こどもせんようでんわ　TEL （3412）4747　0120-99-7777（フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　　＊事務局は世田谷ボランティアセンターにあります

■北沢ボランティアビューロー  〒154－0022  梅丘1－8－9 TEL （3420）2520 FAX （3706）2854
■玉川ボランティアビューロー  〒158－0094  玉川2－1－15 TEL （3707）3528 FAX （3708）3058

■ケアセンター「ｗｉｔｈ」    〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 1Ｆ TEL （6805）4715 FAX （6805）4718

■ケアステーション連（れん）   〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋 2Ｆ TEL （6805）4716 FAX （6805）4718

◆ふらっと＆ with より
雨も上がり、ふらっとは、厳しい陽射しをかわしながら、それぞれのリハビリに邁進です。みなさまお立
ち寄りください。

◆チャイルドラインより
夏休み前にチャイルドラインカードを世田谷区内の子どもたちに届けられるように、ボランティアのみ
なさんと準備しています。

◆結 ・連より
介助を必要としている人がいます！　世田谷を走り回っています。ヘルパー募集継続中です！

●障害にともなう「困った！」を話せるところ●

■地域障害者相談支援センター ぽーとせたがや  〒154－0002 下馬3－22－13サザン三軒茶屋  2Ｆ TEL （6804）0405 

横山　康博

https://www.otagaisama.or.jp/

■砧ボランティアビューロー準備室 〒157－0066  成城6－3－10 TEL （6411）4007 FAX （6411）5888 

■スペース ココカラ。（ぽーとせたがや・パートナーセンター）   〒154－0002 太子堂４－26－9 　　　　　TEL （6804）0405 

■烏山ボランティアビューロー 〒157－0065 上祖師谷1－11－14　TEL （6909）0333 FAX （6909）0355 

●日ごろの備えが災害時の力になる●

■せたがや災害ボランティアセンター 〒154－0002  下馬2－20－14 TEL （5712）5101 FAX （3410）3811


